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（
注　

第
一
章
）

（
1
）	 C

H
R

IST
IAN

 E
D

U
C

AT
IO

N
 IN

 JAPAN
 A Study BE

IN
G

 T
H

E 

R
EPO

RT O
F A CO

M
M

ISSIO
N

 O
N

 CH
R

IST
IAN

 ED
U

C
AT

IO
N

 IN
 

JAPAN
, International M

issionary C
ouncil, 1932.

（
2
）	 RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S A LAYM
EN

’S IN
Q

U
IRY AFTER

 O
N

E 

H
U

N
D

RED
 YEARS

（
以
下
、RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S

と
略
記
）, T

he 

C
om

m
ission of A

ppraisal, W
illiam

 E
rnest H

ocking C
hairm

an, H
arper 

&
 Brothers Publishers, 1932.

（
3
）	

『
日
本
の
基
督
教
々
育
に
就
い
て
』（
日
本
基
督
教
連
盟
・
基
督
教
々
育
同

盟
会
発
行
、
教
文
館
、
一
九
三
二
年
）
九
～
一
〇
頁
。

（
4
）	

同
右
書
、
一
～
一
六
頁
。

（
5
）	 John W

ilson W
ood

（
以
下
、JW

W
 

と
略
記
）to C

harles Shriver Reifsnider

（
以
下
、C

SR
 

と
略
記
）,  23 D

ecem
ber 1930, Japan R

ecords

（
以
下
、JR

. 

と
略
記
）, Box 124, A

rchives of the E
piscopal C

hurch

（
以
下
、A

E
C

 

と

略
記
）。

（
6
）	 “R

eport of the D
epartm

ent of M
issions and C

hurch Extension For the 

Year E
nding D

ecem
ber 31, 1922”, R

EPO
RT O

F T
H

E
 N

AT
IO

N
AL 

COU
N

CIL O
F TH

E PROTESTAN
T EPISCO

PAL CH
U

RCH
 IN

 TH
E 

U
SA （

以
下
、 N

. C. REPO
RT 

と
略
記
）, 1922, D

om
estic and Foreign 

M
issionary Society

（
以
下
、DFM

S 

と
略
記
）of the Protestant E

piscopal 

C
hurch in the U

SA

（
以
下
、PE

C
U

SA
 

と
略
記
）, p.15.

（
7
）	 “R
eport of the C

om
m

ission to C
hina, O

ctober 1927-M
arch 1928”, 

issued by the D
epartm

ent of M
issions of the N

ational C
ouncil, N

. C. 

REPO
RT, 1928, D

FM
S PE

C
U

SA
, pp.19-25.

（
8
）	 The Spirit of M

issions （
以
下
、 SM

 

と
略
記
）, Septem

ber 1930, p. 576.

（
9
）	 SM

, N
ovem

ber 1930, pp. 718-720.

（
10
）	

渡
辺
祐
子
「
田
川
大
吉
郎
と
中
国
―
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
日
中
戦
争

―
」（『
人
文
研
究
紀
要
』
第
五
一
号
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇

四
年
）
八
七
頁
。一
九
三
二
年
の
超
教
派
外
国
伝
道
信
徒
調
査
団
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
他
派
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
国
民
政
府
に
学
校
登
録
を
し

て
い
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
途
上
で
、
最
大
勢
力
の
学
校
（
ア
メ
リ
カ
聖
公
会

を
暗
示
）
は
登
録
し
て
お
ら
ず
、
国
民
政
府
の
教
育
制
度
に
認
可
さ
れ
な
い

こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S, 

pp. 171-172.

（
11
）	 N

orm
an Spencer Binsted

（
以
下
、NSB 

と
略
記
）to JW

W
,  14 February 

1930, JR
., Box 163, A

E
C

.

（
12
）	

大
江
満
「
戦
時
下
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
危
機
―
立
教
首
脳
の
動
揺
と
米
国

聖
公
会
の
決
断
―
」（
老
川
慶
喜
、
前
田
一
男
編
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー

ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
三
二
～

三
五
頁
参
照
。

（
13
）	

前
掲
『
日
本
の
基
督
教
々
育
に
就
い
て
』
六
二
頁
。

（
14
）	

同
右
、
六
六
頁
。

（
15
）	

同
右
、
六
八
～
七
〇
頁
。

（
16
）	

同
右
、
七
九
頁
。

（
17
）	

同
右
、
八
四
頁
。

（
18
）	

同
右
、
八
六
頁
。

（
19
）	
同
右
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。

（
20
）	
前
掲
「
戦
時
下
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
危
機
」
四
一
～
四
二
頁
参
照
。

（
21
）	 RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S.

（
22
）	

海
老
澤
亮
訳
『
伝
道
方
針
の
再
吟
味
』（
日
本
基
督
教
連
盟
発
行
、
一
九
三
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三
年
）。

（
23
）	

英
米
キ
リ
ス
ト
教
会
史
家
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ニ
ー
ル
や
ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
ペ

リ
カ
ン
は
、
こ
の
報
告
書
の
重
要
性
と
意
義
を
明
示
し
て
い
る
。
ニ
ー
ル
は
、

他
宗
教
と
の
共
生
・
協
働
が
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の
課
題
と
主
張
す
る
こ
の

衝
撃
の
報
告
書
に
言
及
し
（Stephen N

eill, A H
ISTO

RY O
F CH

RIS-

T
IAN

 M
ISSIO

N
S, 1

st edition, 1964, revised edition,1986, Penguin 

Books, pp.418-419.
）、
ペ
リ
カ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
を
ふ
ま
え

他
宗
教
の
真
理
を
公
認
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
報
告
書
は
一
九
六
二
―
六

五
年
の
第
二
回
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
の
前
史
に
あ
た
る
と
の
位
置
づ
け
を
し

て
い
る
（Jaroslav Pelikan, JESU

S T
H

RO
U

G
H

 T
H

E
 C

EN
T

U
RIES 

H
is Place in the H

istory of C
ulture, Yale U

niversity Press, 1985, pp. 

229-231. 

小
田
垣
雅
也
訳
『
文
化
史
の
中
の
イ
エ
ス
―
世
紀
を
通
じ
て
の
彼

の
位
置
―
』
新
地
書
房
、
一
九
九
一
年
、
三
〇
〇
～
三
〇
三
頁
）。

（
24
）	 JW

W
 to C

SR
, Shirley H

all N
ichols

（
以
下
、SH

N
）, N

SB, 17 O
ctober 

1930, JR
., Box 124, 148, 163, A

E
C

.

（
25
）	 JW

W
 to C

SR
,  23 D

ecem
ber 1930. JR

., Box 124, A
E

C
.

（
26
）	 N

SB to JW
W

,  20 A
ugust 1930. JR

., Box 163, A
E

C
.

（
27
）	

前
掲
「
戦
時
下
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
危
機
」
三
七
～
三
九
頁
参
照
。

（
28
）	 RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S, pp. ix-xv.

（
29
）	 Ibid., pp. 3-4.

（
30
）	 Ibid., pp. 18-28.

（
31
）	 Ibid., pp. 33-36.

（
32
）	 John M

cK
im

（
以
下
、JM

 

と
略
記
）to G

. W
arfield M

obbs

（
以
下
、

G
M

W
 

と
略
記
）, editor of the Spirit of M

issions,  20 A
pril 1933, JR

., Box 

117, A
E

C
.

（
33
）	 Ibid.

（
34
）	

前
掲
「
戦
時
下
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
危
機
」
三
九
～
四
〇
頁
参
照
。

（
35
）	 RETH

IN
KIN

G
 M

ISSIO
N

S, pp. 118-120.

（
36
）	 Ibid., pp. 151-152.

（
37
）	 Ibid., pp. 162-163.

（
38
）	 Ibid., pp. 172-176.

（
39
）	

前
掲
「
戦
時
下
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
危
機
」
四
二
～
四
四
頁
参
照
。

（
40
）	 C

SR
 to JW

W
,  28 N

ovem
ber 1930, JR

., Box 124, A
E

C
.

（
41
）	 JW

W
 to C

SR
,  23 D

ecem
ber 1930, JR

., Box 124, A
E

C
.

（
42
）	 JW

W
 to N

SB,  19 January 1933, JR
., Box 124, A

E
C

.

（
43
）	 “R

eport of the D
epartm

ent of M
issions and C

hurch Extension For the 

Year E
nding D

ecem
ber 31, 1922”, N

. C
. R

E
PO

RT
, 1922, D

FM
S 

PE
C

U
SA

, p. 18.

（
44
）	

武
昌
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
文
華
大
学
（
旧
・
文
華
書
院
。

Boone C
ollege, W

uchang

）
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
ロ
ン
ド

ン
伝
道
協
会
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
博
文
書
院
（G

riffith 

John C
ollege

）
と
合
併
し
て
華
中
大
学
と
な
り
、
一
九
二
六
（
昭
和
一
）

年
に
は
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ヴ
ン
・
イ
エ
ー
ル
海
外
伝
道
協
会
の
雅
礼
大
学
（Yale 

C
ollege

）
と
ア
メ
リ
カ
改
革
教
会
の
湖
浜
書
院
（Lakeside C

ollege

）
が
加

わ
り
四
派
連
立
大
学
と
な
っ
た
が
、
沿
革
に
よ
る
と
そ
の
中
核
は
ア
メ
リ
カ

聖
公
会
の
文
華
大
学
で
あ
っ
た
。

（
45
）	
上
海
の
聖
約
翰
大
学
（St. John’s U

niversity, Shanghai

）
に
つ
い
て
は

ア
メ
リ
カ
聖
公
会
伝
道
機
関
誌
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』

が
こ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
中
国
の
人
名
年
鑑
の
統
計
と
し
て
、
記
載
者

九
六
〇
人
中
六
二
〇
人
が
大
学
在
籍
者
、
六
二
〇
人
中
二
〇
一
人
が
キ
リ
ス
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ト
教
大
学
出
身
、
そ
の
二
〇
一
人
中
六
一
人
が
聖
約
翰
大
学
単
独
で
輩
出
し

て
い
る
（SM

, June 1933, p. 355.

）。

（
46
）	

井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
刊
行
委
員
会
編
『
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
』

（
第
三
巻
、
明
治
学
院
、
一
九
七
一
年
）
一
八
九
～
一
九
〇
頁
。

（
47
）	
秋
山
繁
雄
編
『
井
深
梶
之
助
書
簡
集
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一

七
九
―
一
八
〇
頁
。

（
48
）	

大
西
晴
樹
「
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
運
動
と
教
育
同
盟
」（『
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
同
盟
百
年
史
紀
要
』
創
刊
号
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
教
育
同
盟

発
行
、
二
〇
〇
三
年
）
四
九
頁
。

（
49
）	

同
右
、
五
〇
頁
。

（
50
）	 JW

W
 to C

SR
,  19 D

ecem
ber 1931,  23 N

ovem
ber 1930, JR

., Box 124, 

A
E

C
.

（
51
）	

大
西
晴
樹
「
キ
リ
ス
ト
教
大
学
設
立
運
動
と
教
育
同
盟
」
七
〇
頁
。

（
52
）	

同
右
、
六
一
～
六
二
頁
。

（
53
）	 N

. C. REPO
RT, 1929, pp. 7-8.

（
54
）	 N

. C. REPO
RT, 1928, pp. 197-198, 203. N

. C. REPO
RT, 1931, pp. 

210, 218.

（
55
）	 N

.C. REPO
RT, 1931, pp. 210, 218. N

.C. REPO
RT, 1934, pp. 198, 207. 

N
. C. REPO

RT, 1937, pp. 212, 223. N
. C. REPO

RT, 1938, pp. 179, 189.

（
56
）	 N

. C. REPO
RT, 1931, p. 210. N

. C. REPO
RT, 1934, pp. 198, 212. N

. 

C. REPO
RT, 1938, p. 179.

（
57
）	 N
. C. REPO

RT, 1928, pp. 7-8.

（
58
）	 N

. C. REPO
RT, 1933, p. 222.

（
59
）	 N

. C. REPO
RT, 1934, p. 198.

（
60
）	 N

. C. REPO
RT, 1933, p. 97.

（
61
）	

ア
メ
リ
カ
聖
公
会
全
国
協
議
会
財
務
報
告
で
は
海
外
領
土
を
国
内
伝
道
と

し
て
い
る
が
、
一
九
三
一
年
度
以
降
の
全
国
協
議
会
外
国
伝
道
報
告
で
は
外

国
伝
道
に
含
め
て
い
る
。

（
62
）	 N

. C. REPO
RT, 1928, pp. 200-201,203. N

. C. REPO
RT, 1931, pp. 

215-216. N
. C. REPO

RT, 1934, pp. 202- 203. N
. C. REPO

RT, 1937, pp. 

218-219. N
. C. REPO

RT, 1938, pp. 183-185.

（
63
）	 N

. C. REPO
RT, 1938, p. 92.

（
64
）	 N

. C. REPO
RT, 1928, p. 200. N

. C. REPO
RT, 1931, p. 215. N

. C. 

REPO
RT, 1934, p. 203. N

. C. REPO
RT, 1937, p. 219. N

. C. REPO
RT, 

1938, p. 184.

（
65
）	 JW

W
 to C

SR
,  1 February 1932, JR

., Box 124, A
E

C
.

（
66
）	 N

. C. REPO
RT, 1932, p. 82.

（
67
）	 C

SR
, SH

N
, N

SB to JW
W

, 15 Septem
ber 1939, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
68
）	 C

SR
 to JW

W
,  9 January 1933, JR

., Box 124, A
E

C
.

（
69
）	 C

SR
 to JW

W
,  19 A

pril 1938, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
70
）	 JW

W
 to C

SR
,  10 M

ay 1938, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
71
）	 JW

W
,  27 Septem

ber 1938,  16 D
ecem

ber 1938, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
72
）	 C

SR
, SH

N
, N

SB to JW
W

, 15 Septem
ber 1939, JR

., Box 125, A
E

C
.

（
73
）	 SM

, N
ovem

ber 1933, p. 611.

（
74
）	 SM

, A
pril 1935, p. 176.

（
75
）	 SM

, July 1935, p. 300.
（
76
）	 SM

, O
ctober 1935, p. 468.

（
77
）	 SM

, O
ctober 1931, p. 671.

（
78
）	 SM

, January 1932, p. 49.

（
79
）	 SM

, June 1935, pp. 256-258.
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（
80
）	 SM

, O
ctober 1937, p. 467.

（
81
）	 SM

, Septem
ber 1937, p. 427, O

ctober, p. 467.
（
82
）	 SM

, N
ovem

ber 1937, p. 529.

（
83
）	 SM

, D
ecem

ber 1937, pp. 565-574.

（
84
）	 SM

, A
pril 1938, p. 164, July-A

ugust, pp. 301-303.

（
85
）	 SM

, June 1938, pp. 253-255.

（
86
）	 SM

, June 1938, p. 278.

（
87
）	 SM

, D
ecem

ber 1938, pp. 516-517.

（
88
）	 SM

, D
ecem

ber 1938, pp. 516-517. SM
, 1939, July, p. 28.

（
89
）	 SM

, A
pril 1939, p. 19.

（
90
）	 FO

RTH
, July 1942, p. 28, A

ugust, pp. 10-11.

（
91
）	 FO

RTH
, O

ctober 1943, p. 25, D
ecem

ber, pp. 8-9.

（
92
）	

聖
路
加
国
際
大
学
看
護
教
育
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
編
『
聖
路
加
看
護
教
育
の
一
〇
〇
年
』（
学
校
法
人
聖
路
加
国
際
大
学

発
行
、
二
〇
二
二
年
）
六
六
～
六
八
頁
。

（
93
）	 R

. B. Teusler to W
ood,  4 N

ovem
ber 1926, JR

., Box 131, A
E

C
.

（
94
）	 R

. B. Teusler to John W
. W

ood,  27 January 1927, JR
., Box 131, A

E
C

.

（
95
）	 R

. B. Teusler to W
ood,  30 June 1927, JR

., Box 131, A
E

C
.

（
96
）	 R

. B. Teusler to John W
. W

ood,  27 January 1927, JR
., Box 131, A

E
C

.

（
97
）	 R

. B. Teusler to John M
cK

im
,  11 February 1927, JR

., Box 131, A
E

C
.

（
98
）	 R

. B. Teusler to A
.B, Parson,  7 D

ecem
ber 1927, JR

., Box 131, A
E

C
; 

Japan T
im

es,  24 N
ovem

ber 1927, JR
., Box 135, A

E
C

; Japan Advertiser,  

 26 N
ovem

ber 1927, JR
. Box 135, A

E
C

.

（
99
）	 C

onference with Bishop M
cK

im
,  14 D

ecem
ber 1928, RG

79, 1922-

1933, A
E

C
.

（
100
）	 JW

W
 to C

SR
,  5 January 1929, RG

79, 1922-1933, A
E

C
.

（
101
）	 C

SR
 to JW

W
,  8 February 1929, RG

79, 1922-1933, A
E

C
.

（
102
）	 JM

 to JW
W

,  16 Septem
ber 1929, RG

79, 1922-1933, A
E

C
.

（
103
）	 Foreign N

orth Tokyo, Subject: Z
aidan for St. Paul’s U

niversity and 

M
iddle School, RG

79, 1922-1933, A
E

C
.

（
104
）	 “Z

aidan for St. Paul’s U
niversity and M

iddle School”, RG
79, 1922-

1933, A
E

C
; Foreign N

orth Tokyo, Subject: Z
aidan for St. Paul’s 

U
niversity and M

iddle School, RG
79, 1922-1933, A

E
C

.

（
105
）	 JW

W
 to JM

,  20 February 1930, RG
79, 1922-1933, A

E
C

.

（
106
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
三
三
年
八
月
二
日
。

（
107
）	

同
右
。

（
108
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
八
回
理
事
会
記
録
」
一
九
三
四
年
一
月
二
四
日
。

（
109
）	 “W

H
Y ST.PA

U
L’S U

N
IV

ERSIT
Y

（RIK
K

YO
 G

A
K

U
IN

）N
EED

S 

¥6,150,000”, RG
. 79, 1922-1933, A

E
C

.

（
110
）	 “W

H
Y ST.PA

U
L’S U

N
IV

ERSIT
Y FO

U
N

D
AT

IO
N

 N
EED

S YEN
 

12.535.450

（R
ikkyo G

akuin, Tokyo, Japan

）”, RG
.79, 1934-1947, A

E
C

.

（
111
）	 H

enry St. G
eorge Tucker

（
以
下
、H

SG
T

）, “R
E

PO
R

T
 O

N
 ST. 

PA
U

L’S U
N

IV
ER

SIT
Y IN

 T
O

K
YO

”,  28 June 1937, R
G

. 79, 1934-

1947, A
E

C
. 

以
下
、H

SG
T, REPO

RT, 1937. 

と
略
記
。

（
112
）	 “W

H
Y ST.PA

U
L’S U

N
IV

ERSIT
Y

（RIK
K

YO
 G

A
K

U
IN

）N
EED

S 

¥6,150,000”, RG
. 79, 1922-1933, A

E
C

.
（
113
）	 JW

W
 to H

SG
T,  8 Septem

ber 1934, JW
W

 to B. Shigeharu K
im

ura
（
以
下
、BSK 

と
略
記
）, 8  Septem

ber 1934, RG
.79, 1934-1947, A

E
C

.

（
114
）	 BSK

/ Shigeo K
ojim

a/ W
. E

. K
an/ Takaharu Takam

atsu to C
SR

,  21 

July 1934, RG
. 79, 1934-1947, A

E
C

.
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（
115
）	 SM

, February 1933, p. 76.

（
116
）	 JW

W
 to C

SR
,  9 A

ugust 1934, RG
. 79, 1934-1947, A

E
C

.
（
117
）	 JW

W
 to H

SG
T,  9 A

ugust 1934, RG
. 79, 1934-1947, A

E
C

.
（
118
）	
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
総
裁
主
教
ペ
リ
ー
は
一
九
三
三
年
二
月
の
全
国
協
議
会

後
、
四
か
月
に
お
よ
ぶ
東
洋
視
察
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
日
本
）
を
敢
行

し
た
。
ペ
リ
ー
は
、
一
八
五
三
年
に
黒
船
を
率
い
て
来
航
し
日
本
を
開
国
さ

せ
た
M
・
C
・
ペ
リ
ー
（M

atthew C
albraith Perry

）
提
督
の
子
孫
で
あ
っ

た
た
め
、
訪
日
に
さ
い
し
て
は
、
ペ
リ
ー
提
督
が
か
つ
て
浦
賀
上
陸
後
、
最

初
に
公
式
に
応
接
し
た
浦
賀
奉
行
の
戸
田
伊
豆
守
氏
栄
の
子
孫
と
の
浦
賀
の

久
里
浜
で
の
会
見
や
、
皇
居
で
の
天
皇
謁
見
な
ど
を
、
日
本
の
新
聞
各
紙
が

報
道
し
、
日
本
で
は
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
た
。
日
本
を
ふ
く
む
ペ
リ
ー
の

東
洋
歴
訪
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』

誌
一
九
三
三
年
七
月
・
八
月
号
で
連
続
特
集
さ
れ
て
い
る
（SM

, July 1933, 

pp. 371-375, SM
, A

ugust 1933, pp. 418-425
）。

（
119
）	 JW

W
 to BSK

,  9 A
ugust 1934, RG

. 79, 1934-1947, A
E

C
.

（
120
）	 JM

 to JW
W

,  10 O
ctober 1934, RG

. 79, 1934-1947, A
E

C
.

（
121
）	 “W

H
Y ST. PA

U
L’S U

N
IV

ERSIT
Y FO

U
N

D
AT

IO
N

 N
EED

S YEN
 

12,535,450

（R
ikkyo G

akuin, Tokyo, Japan

）”, RG
. 79, 1934-1947, A

EC
.

（
122
）	 H

SG
T, REPO

RT, 1937.

（
123
）	 Ibid.

（
124
）	

遣
日
国
際
教
育
調
査
団
の
報
告
書
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
存
在
理
由
と
し
て
、
伝
道
機
関
、
キ
リ
ス
ト
教
扶
植
機
関
、
人
格
建
設
機

関
、
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
養
成
機
関
、
教
育
機
関
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

前
掲
『
日
本
の
基
督
教
々
育
に
就
い
て
』
一
八
五
～
二
〇
三
頁
。

（
125
）	 SM

, N
ovem

ber 1937, pp. 519-520.

（
126
）	 FO

RTH
, Septem

ber 1943, p. 19. FO
RTH

, Septem
ber 1946, p. 12.

（
127
）	 Postal Telegraph to JW

W
,  9 O

ctober 1937, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
128
）	 C

SR
 to JW

W
,  18 O

ctober 1937, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
129
）	 JW

W
 to Jam

es D
eW

olf Perry/ Philip C
ook, 9 O

ctober 1937, JR
., Box 

125, A
E

C
.

（
130
）	 SM

, N
ovem

ber 1937, pp. 515-518.

（
131
）	 J. Trem

ayne C
opplestone, H

ISTO
RY O

F M
ETH

O
D

IST M
ISSIO

N
S, 

vol. IV, Tw
entieth-Century Perspectives (The M

ethodist Episcopal Church, 

1896-1939), T
he U

nited M
ethodist C

hurch, 1973, pp. 1202-1204.

（
132
）	 N

. C. REPO
RT, 1936, pp. 10-11.

（
133
）	 SM

, N
ovem

ber 1937, pp. 517-518.

（
134
）	 “IN

C
O

M
E

 A
N

D
 E

X
P

E
N

D
IT

U
R

E
S O

F B
O

A
R

D
S A

N
D

 

SO
C

IE
T

IES FO
R

 T
H

E
 YE

A
R

 EN
D

IN
G

 1929”, TH
E FO

REIG
N

 

M
ISSIO

N
S CO

N
FER

EN
C

E
 of N

O
RT

H
 AM

ER
IC

A, 1931, BEIN
G

 

TH
E REPO

RT of the TH
IRT

Y-EIG
H

TH
 AN

N
U

AL M
EETIN

G
 of the 

C
O

N
FE

R
E

N
C

E
 O

F FO
R

E
IG

N
 M

ISSIO
N

 BO
AR

D
S in C

AN
AD

A 

AN
D

 T
H

E
 U

N
IT

E
D

 STAT
E

S, held JAN
U

AR
Y 13-

16, 1931 at 

ATLAN
TIC CIT

Y, N
EW

 JER
SE

Y, E
dited by LESLIE

 B. M
O

SS and 

M
A

BEL H
. BRO

W
N

, FO
REIG

N
 M

ISSIO
N

S C
O

N
FEREN

C
E

 O
F 

N
O

R
T

H
 A

M
E

R
IC

A
, pp. 272

-
27

: “IN
C

O
M

E
 A

N
D

 

E
X

PE
N

D
IT

U
R

E
S O

F BO
A

R
D

S A
N

D
 SO

C
IE

T
IE

S FO
R

 T
H

E
 

YEA
R

 EN
D

IN
G

 1938”, TH
E FO

REIG
N

 M
ISSIO

N
S CO

N
FEREN

CE 

of N
O

RTH
 AM

ERIC
A, 1940, BEIN

G
 TH

E REPO
RT of the FO

RT
Y-

SE
V

E
N

T
H

 A
N

N
U

A
L

 M
E

E
T

IN
G

 of the C
O

N
F

E
R

E
N

C
E

 O
F 

FO
R

EIG
N

 M
ISSIO

N
 BO

AR
D

S in C
AN

AD
A AN

D
 T

H
E

 U
N

IT
ED
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STAT

ES, SW
ART

H
M

O
R

E
, PEN

N
SYLVAN

IA, JU
N

E
 10-

13, 1940, 

E
dited by LESLIE

 B. M
O

SS and M
A

BEL H
. BRO

W
N

, FO
REIG

N
 

M
ISSIO

N
S C

O
N

FEREN
C

E
 O

F N
O

RT
H

 A
M

ERIC
A

, pp. 138-139.

（
135
）	 “IN

C
O

M
E

 A
N

D
 E

X
P

E
N

D
IT

U
R

E
S O

F B
O

A
R

D
S A

N
D

 

SO
C

IE
T

IES FO
R

 T
H

E
 YE

A
R

 EN
D

IN
G

 1938”, TH
E FO

REIG
N

 

M
ISSIO

N
S CO

N
FER

EN
C

E
 of N

O
RT

H
 AM

ER
IC

A, 1940, BEIN
G

 

TH
E REPO

RT of the FO
RT

Y-SEVEN
TH

 AN
N

U
AL M

EETIN
G

 of the 

C
O

N
FE

R
E

N
C

E
 O

F FO
R

E
IG

N
 M

ISSIO
N

 BO
AR

D
S in C

AN
AD

A 

AN
D

 T
H

E
 U

N
IT

ED
 STAT

ES, SW
ART

H
M

O
R

E
, PEN

N
SYLVAN

IA, 

JU
N

E 10-13, 1940, E
dited by LESLIE

 B. M
O

SS and M
A

BEL H
. 

BR
O

W
N

, FO
R

EIG
N

 M
ISSIO

N
S C

O
N

FER
EN

C
E

 O
F N

O
R

T
H

 

A
M

ERIC
A

, pp. 138-139.

（
136
）	 JO

U
RN

AL O
F G

EN
ERAL CO

N
VEN

TIO
N

, 1940, pp. 444-445.

（
137
）	 FO

RTH
, D

ecem
ber 1940, pp. 12, 28.

（
138
）	 FO

RTH
, A

pril 1942, p. 15.

（
139
）	 FO

RTH
, January 1943, p. 12.

（
140
）	

ア
メ
リ
カ
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
永
井
均
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
と
戦
争
」

（
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』
二
五
四
～
三
〇
三
頁
）
を
参

照
。

（
141
）	 C

SR
 to JW

W
,  19 A

pril 1939, JR
., Box 125, A

E
C

.

（
142
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
三
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
三
月
二
六

日
。

（
143
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
四
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
五
月
七
日
。

（
144
）	 C

SR
, A

nnual R
eport for 1939,  15 February 1940, JR

., Box 125, A
EC

.

（
145
）	

阿
部
義
宗
編
『
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
現
状
』（
基
督
教
学
校

教
育
同
盟
、
一
九
六
一
年
）
二
〇
頁
。

（
146
）	

前
掲
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
四
回
理
事
会
記
録
」。

（
147
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
五
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
四

日
。

（
148
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
拾
壱
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
七
月
一

〇
日
。

（
149
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
二
月
一
九

日
。

（
150
）	

『
明
治
学
院
百
年
史
』（
明
治
学
院
、
一
九
七
七
年
）
三
七
三
～
三
七
四
頁
。

（
151
）	

関
西
学
院
百
年
史
編
纂
事
業
委
員
会
編
『
関
西
学
院
百
年
史
』（
通
史
編
Ⅰ
、

関
西
学
院
、
一
九
九
七
年
）
四
六
六
～
四
六
七
頁
。

（
152
）	

中
島
耕
二
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）
一
八
八
～
二
〇
五
頁
。

（
153
）	

前
掲
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
五
回
理
事
会
記
録
」。

（
154
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
六
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
〇
年
一
一
月
五

日
。

（
155
）	 JO

U
RN

AL O
F G

EN
ERAL CO

N
VEN

TIO
N

, 1940, p. 445. 

ア
メ
リ
カ

聖
公
会
総
会
決
議
に
お
け
る
日
本
人
関
係
機
関
へ
の
資
産
譲
渡
認
可
の
条
件

は
、
学
校
や
大
学
な
ど
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
護
持
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

条
件
が
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
立
教
学
院
日
本
人
理
事
た
ち
に
明

確
に
伝
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
、
理
事
会
記
録
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明

で
あ
る
。

（
156
）	 Foreign N

orth Tokyo, Subject: Z
aidan for St. Paul’s U

niversity and 

M
iddle School, RG

79, 1922-1933, A
E

C
.

（
157
）	

『
財
団
法
人
立
教
学
院
寄
附
行
為
』
一
九
三
一
年
（
立
教
学
院
史
資
料
セ
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ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
158
）	

前
掲
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
三
七
回
理
事
会
記
録
」。

（
159
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
二
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
八
月
一
日
。

（
160
）	
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
四
三
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
一
年
八
月
九
日
。

（
161
）	
「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
四
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
九
月
二
九

日
。

（
162
）	

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
よ
る
教
育
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
大
島
宏
「『
基
督

教
主
義
ニ
ヨ
ル
教
育
』
か
ら
『
皇
国
ノ
道
ニ
ヨ
ル
教
育
』
へ
―
寄
附
行
為
に

み
る
学
院
の
目
的
の
変
更
―
」（
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』

一
五
九
～
一
九
二
頁
）
を
参
照
。

（
163
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
九
月
一
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

三
一
頁
）。「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
九
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三

日
誌
』
三
三
三
～
三
三
四
頁
）。

（
164
）	

前
掲
「
田
川
大
吉
郎
と
中
国
」
八
七
頁
。

（
165
）	

池
田
鮮
『
曇
り
日
の
虹　

上
海
日
本
人
Y‌

M‌

C‌
A 
40
年
史
』（
教
文
館
、

一
九
九
五
年
）
二
九
二
、
四
七
四
頁
。
前
掲
「
田
川
大
吉
郎
と
中
国
」
八
六

～
八
八
頁
。

（
166
）	

欧
米
宣
教
師
は
中
国
民
間
人
か
ら
も
っ
と
も
信
頼
を
得
て
い
た
（
田
川
大

吉
郎
『
基
督
教
学
校
を
開
放
し
て
中
華
留
学
生
を
歓
迎
す
る
の
議
』
一
九
四

一
年
、
一
一
～
一
二
頁
）。
こ
の
田
川
の
文
書
は
、『
特
高
資
料
に
よ
る
戦
時

下
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
Ⅱ
』（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、
新
教
出
版

社
、
一
九
七
二
年
、
二
九
～
三
一
頁
）
に
「
要
注
意
著
作
物
の
頒
布
」
と
し

て
部
分
収
録
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
田
川
大
吉
郎
と
中
国
」
八
一
～
八
二

頁
）。
戦
時
下
京
都
学
派
の
極
秘
会
合
に
お
け
る
「
支
那
問
題
検
討
会
」（
木

村
素
衞
教
授
満
支
旅
行
報
告
）
に
お
い
て
も
、「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
支

那
民
衆
の
間
で
非
常
に
大
き
な
信
頼
を
有
し
て
ゐ
る
事
も
注
目
に
値
す
る
」

と
言
及
さ
れ
て
い
る
（「
大
島
（
康
正
）
メ
モ
」
第
一
類
―
一
一
、
第
一
一
回

会
合
、
一
九
四
二
年
一
二
月
九
日
。
大
橋
良
介
『
京
都
学
派
と
日
本
海
軍
』

P
H
P
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
八
頁
）。

（
167
）	

『
立
教
学
院
一
覧
』（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
四
三
～
四
四
、

七
一
頁
。
こ
の
資
料
は
一
九
〇
二
年
発
行
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、

文
武
会
役
員
、
校
友
会
役
員
、
教
員
、
組
長
な
ど
が
一
九
〇
一
～
一
九
〇
二

年
と
さ
れ
て
お
り
、
立
教
中
学
校
生
徒
数
、
英
語
専
修
学
校
卒
業
生
が
一
九

〇
一
年
度
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。（
立
教
学
院
百
二
十
五
年

史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学

院
、
一
九
九
六
年
、
七
〇
一
～
七
〇
二
頁
所
収
）。

（
168
）	

「
校
友
会
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
）
二
〇
～
二

一
頁
。

（
169
）	

『
立
教
学
院
校
友
名
簿　

立
教
学
院
学
報
第
六
号
』（
立
教
学
院
校
友
会
、

一
九
一
一
年
四
月
）
五
三
～
五
六
頁
。

（
170
）	

岩
佐
琢
蔵
「
祝
立
教
学
院
学
報
発
刊
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
号
、
一

九
〇
七
年
一
二
月
）
八
～
九
頁
。

（
171
）	

「
校
友
会
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
二
二
頁
。

（
172
）	

『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
学
校
法
人
立
教
学
院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
）

三
〇
一
頁
。

（
173
）	

杉
浦
貞
二
郎
「
同
窓
校
友
に
申
す
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
一

巻
第
一
号
、
一
九
一
八
年
一
一
月
）
一
頁
。

（
174
）	
「
立
教
中
学
校
同
窓
会
創
立
に
就
て
」（『
い
し
ず
ゑ
』
第
九
号
、
一
九
二
六

年
七
月
）
八
～
九
頁
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七

一
一
～
七
一
二
頁
所
収
）。
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（
175
）	

「
立
教
中
学
校
同
窓
会
規
則
」（
前
掲
『
い
し
ず
ゑ
』
第
九
号
）
八
頁
。

（
176
）	

「
活
動
を
開
始
し
た
立
教
大
学
の
校
友
会
／
鳳
鳴
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
一
五
号
、
一
九
二
五
年
四
月
二
〇
日
）
三
面
。

（
177
）	
「
昇
格
紀
念
資
金
と
鳳
鳴
会
の
活
動
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
号
、
一
九

二
五
年
一
月
五
日
）
三
面
。

（
178
）	

前
掲
「
活
動
を
開
始
し
た
立
教
大
学
の
校
友
会
／
鳳
鳴
会
」。

（
179
）	

「
組
織
を
整
頓
し
て
本
学
同
窓
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
六
号
、
一
九

二
五
年
五
月
一
五
日
）
二
面
。

（
180
）	

「
学
院
校
友
総
会
に
学
士
会
新
設
案
提
示
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
三
号
、

一
九
二
八
年
四
月
一
四
日
）
三
面
。

（
181
）	

「
昭
和
二
年
度
の
学
院
校
友
会
総
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
一
号
、
一

九
二
七
年
四
月
一
五
日
）
三
面
。

（
182
）	

「
七
日
の
顧
問
幹
事
会
に
元
田
氏
会
長
を
受
諾
／
校
友
会
の
組
織
完
成
す
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
七
号
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
五
日
）
三
面
。

（
183
）	

「
出
席
多
数
を
得
て
校
友
会
総
会
開
催
／
松
崎
氏
新
会
長
に
就
任
」（『
立
教

大
学
新
聞
』
第
七
二
号
、
一
九
二
八
年
一
二
月
五
日
）
三
面
。

（
184
）	

「
将
来
の
発
展
を
期
し
学
院
後
援
会
生
る
」（
前
掲
『
立
教
大
学
新
聞
』
第

七
二
号
）
三
面
。

（
185
）	

「
後
援
会
寄
附
金
成
績
益
々
良
好
／
既
に
六
萬
八
千
余
圓
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
七
八
号
、
一
九
二
九
年
六
月
一
五
日
）
二
面
。

（
186
）	

木
村
重
治
「
立
教
学
園
将
来
の
展
望
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
巻
第
一

号
、
一
九
三
五
年
一
月
）
三
～
六
頁
。

（
187
）	

「
米
山
三
井
信
託
社
長　

心
理
学
実
験
室
を
寄
贈
」（『
立
教
学
院
校
友
会

報
』
第
九
号
、
一
九
三
二
年
一
二
月
）
六
面
。

（
188
）	

鈴
木
勇
一
郎
「
聖
公
会
教
育
財
団
と
立
教
学
院
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

第
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
189
）	

「
第
廿
六
回
通
常
総
会
彙
報
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第
一
三
号
、
一
九

三
四
年
三
月
）
一
面
。

（
190
）	

「
立
教
学
院
校
友
会
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
三
七
年

一
月
）
二
七
頁
。

（
191
）	

『
立
教
学
院
校
友
会
員
名
簿
』（
立
教
学
院
校
友
会
、
一
九
三
八
年
）
六
～

七
頁
。

（
192
）	

杉
浦
貞
二
郎
「
校
友
会
館
新
築
の
議
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
号
、
一

九
一
一
年
）
頁
数
不
明
。
同
記
事
は
『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
号
に
掲
載
さ

れ
た
が
、
立
教
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
『
立
教
学
院
学
報
』
は
、
該
当

頁
が
落
丁
し
て
お
り
、
本
記
事
は
「
校
友
会
館
新
築
事
務
」（『
立
教
学
院
学

報
』
第
八
号
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
、
六
〇
～
六
三
頁
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
193
）	

同
右
。

（
194
）	

「
明
日
を
待
ち
つ
ゝ
あ
る
／
校
友
会
館
」（
前
掲
『
立
教
学
院
校
友
会
報
』

第
九
号
）
二
面
。

（
195
）	 “A
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ILD
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G
 ST.PA

U
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O
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G
E

, IK
EBU

K
U

R
O

 

T
O

K
YO

 Jan, 17, 1920”.

（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
196
）	

「
校
友
会
館
建
築
費
募
集
委
員
報
告
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
二

巻
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
）
四
頁
。
こ
の
校
友
会
雑
誌
『
立
教　

立
教

校
友
会
々
報
』
の
奥
付
の
巻
号
は
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
巻
号
の
秩

序
も
不
明
な
た
め
、
巻
号
は
奥
付
の
記
載
を
引
用
し
た
。

（
197
）	
「
曾
て
校
友
会
に
壹
萬
圓
寄
附
さ
れ
た
顧
問
末
延
道
成
氏
逝
く
―（
世
に
出

ぬ
校
友
会
館
何
と
か
せ
ね
ば
な
る
ま
い
）
―
」（『
立
教
学
院
校
友
会
報
』
第

七
号
、
一
九
三
二
年
六
月
一
〇
日
）
三
頁
。

（
198
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
三
一
一
～
三
一
二
頁
。
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（
199
）	

前
掲
「
明
日
を
待
ち
つ
ゝ
あ
る
／
校
友
会
館
」。

（
200
）	

「
マ
キ
ム
監
督
事
務
所
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
八
巻
第
二
二
号
、
一
九
二

三
年
一
一
月
九
日
）
二
頁
。

（
201
）	
前
掲
「
明
日
を
待
ち
つ
ゝ
あ
る
／
校
友
会
館
」。

（
202
）	
「
立
教
学
院
寄
宿
舎
規
則
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
九
一
七
年
三

月
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
六
一
頁
。

（
203
）	

「
立
教
大
学
寄
宿
舎
規
則
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八
―
九

年
』
一
九
一
九
年
五
月
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
五

八
頁
。

（
204
）	

立
教
大
学
建
築
部
員
岸
浩
三
「
新
ら
し
き
学
の
園
」（『
立
教　

立
教
校
友

会
々
報
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
一
九
年
四
月
）
二
頁
。

（
205
）	

同
右
。

（
206
）	

前
掲
「
立
教
大
学
寄
宿
舎
規
則
」
五
七
頁
。

（
207
）	

同
右
。

（
208
）	

「
立
教
大
学
寄
宿
舎
内
規
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八

‒

九
年
』）
五
九
頁
。

（
209
）	

前
掲
「
立
教
大
学
寄
宿
舎
規
則
」
五
七
頁
。

（
210
）	

「
神
学
院
寄
宿
舎
新
築
成
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
九
号
、
一
九
二
八

年
九
月
二
五
日
）
三
面
。

（
211
）	

「
お
す
な
〳
〵
の
寄
宿
舎
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
九
号
、
一
九
三
一
年

四
月
二
八
日
）
二
面
。

（
212
）	

「
学
園
を
行
く
―
3
―
勉
強
は
止
め
ろ
遊
ん
で
暮
せ
／『
エ
ツ
ヘ
ヘ
ヘ
寄
宿

舎
と
は
見
損
つ
た
よ
』
春
か
ら
夏
へ
寮
生
活
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
九

号
、
一
九
二
九
年
七
月
一
五
日
）
三
面
。

（
213
）	

「
寄
宿
舎
を
廃
止
し
ろ
の
声
／
漸
く
学
園
に
充
つ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

八
九
号
、
一
九
三
〇
年
六
月
一
八
日
）
二
面
。

（
214
）	

同
右
。

（
215
）	

「
財
源
あ
つ
て
の
寄
宿
舎
移
転
問
題
／
舎
内
紊
乱
は
無
根
の
報
」（『
立
教
大

学
新
聞
』
第
九
〇
号
、
一
九
三
〇
年
八
月
一
五
日
）
二
面
。

（
216
）	

同
号
に
お
い
て
舎
生
一
同
か
ら
、「
現
在
の
寄
宿
舎
生
活
が
極
度
に
紊
乱

し
て
居
る
か
の
如
き
記
事
が
あ
つ
た
こ
と
を
読
者
は
記
憶
さ
れ
て
居
る
こ

と
ゝ
思
ふ
。
吾
人
は
こ
の
記
事
を
見
て
事
実
を
余
り
に
曲
解
し
捏
造
し
誤
解

す
る
も
の
と
な
し
新
聞
学
会
の
誠
意
を
疑
ひ
、
中
傷
的
記
事
に
対
し
公
憤
せ

ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
／
そ
の
後
新
聞
学
会
は
吾
人
の
態
度
と
主
張
の
意
の

あ
る
と
こ
ろ
を
察
し
責
任
あ
る
所
置
を
学
会
と
し
て
取
ら
れ
る
こ
と
を
言
明

さ
れ
た
の
で
吾
人
は
こ
れ
を
信
じ
私
利
、
営
利
を
度
外
視
し
学
園
全
体
の
利

益
を
擁
護
す
べ
き
公
報
機
関
た
る
大
学
新
聞
の
当
然
の
態
度
を
認
む
と
い
ひ

得
る
の
で
あ
る
。
／
然
し
一
般
読
者
、
特
に
校
友
、
舎
生
の
父
兄
等
が
吾
人

の
舎
を
誤
解
さ
れ
子
弟
を
舎
に
託
す
る
は
危
険
で
あ
る
な
ど
と
心
配
さ
れ
る

方
々
の
た
め
に
こ
こ
に
一
言
吾
人
の
立
場
を
明
か
に
し
て
置
き
た
い
の
で
あ

る
（
中
略
）
寄
宿
舎
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
か
ら
な
ど
と
真
相
も
よ
く
知
ら
な

い
で
言
葉
の
み
を
信
じ
現
在
の
寄
宿
舎
を
閉
鎖
し
て
移
転
し
ろ
な
ど
と
い
ふ

必
要
は
な
い
と
思
ふ
」
と
、
寄
宿
舎
の
現
状
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。「
警

笛　

寄
宿
舎
廃
止
報
道
と
寄
宿
舎
の
立
場
」（
前
掲
『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九

〇
号
）
二
面
。

（
217
）	

「
寄
宿
舎
は
商
売
で
な
い
／
高
松
舎
監
長
語
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一

〇
五
号
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
一
日
）
三
面
。

（
218
）	
「
宗
教
気
分
を
第
一
に
／
寄
宿
改
革
の
腹
案
決
定
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第

一
〇
八
号
、
一
九
三
二
年
二
月
六
日
）
三
面
。

（
219
）	

同
右
。
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（
220
）	

「
伝
統
の
寄
宿
舎
に
閉
鎖
の
命
降
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
九
号
、

一
九
三
二
年
三
月
一
六
日
）
二
面
。

（
221
）	
大
学
評
議
会
で
は
、
寄
宿
舎
へ
の
対
応
が
協
議
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
二

年
三
月
一
一
日
の
評
議
会
で
寄
宿
舎
廃
止
が
決
定
し
た
際
、「
賄
問
題
ハ
之

レ
ニ
依
ツ
テ
自
然
解
決
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
昭
和

六
年
九
月
起　

評
議
会
記
録　

立
教
大
学
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
）。

（
222
）	

「
解
体
し
た
寄
宿
舎
／
新
装
し
て
小
教
室
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
二
一

号
、
一
九
三
三
年
三
月
八
日
）
一
面
。

（
223
）	

「
座
談
会　

昭
和
前
期
の
立
教
（
上
）」（『
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
』

第
一
七
六
号
、
一
九
六
六
年
七
月
）
一
四
～
一
五
頁
。

（
224
）	

「
諸
規
程
綴
」（
立
教
大
学
所
蔵
）。

（
225
）	

「
立
教
大
学
諸
規
程
（
内
規
）（
写
）」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
226
）	

中
野
実
「
昭
和
戦
前
期
の
私
立
大
学
―
立
教
大
学
の
場
合
」（『
立
教
大
学

教
育
学
科
研
究
年
報
』
第
三
五
号
、
一
九
九
一
年
）
五
四
～
五
五
頁
。
現
存

す
る
「
大
学
協
議
会
議
事
録　

立
教
大
学　

一
九
三
三
年
度
」（
立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
は
、
一
九
三
三
年
四
月
二
一
日
の
第
九
回
以
降
し
か

な
く
、
設
置
年
月
は
中
野
氏
の
説
に
よ
っ
た
。
ち
な
み
に
記
録
は
一
九
三
六

年
一
一
月
四
日
ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
227
）	

「
立
教
学
院
評
議
員
会
記
事
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
六
月
号
、
一
九

三
四
年
六
月
）
二
三
～
二
四
頁
。

（
228
）	

「
立
教
学
院
維
持
会
趣
意
書
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
七
月
号
、
折
込
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
二
一
頁
所
収
）。

（
229
）	

同
右
。

（
230
）	

帆
足
秀
三
郎
「『
い
し
ず
ゑ
別
報
』
創
刊
に
つ
い
て
」（『
い
し
ず
ゑ
別
報
』

創
刊
号
、
一
九
三
八
年
四
月
）
一
頁
。

（
231
）	

「
立
教
中
学
校
同
窓
会
会
費
徴
収
に
就
て
」（『
立
教
中
学
校
同
窓
会
々
報
』

創
刊
号
、
一
九
三
九
年
四
月
一
〇
日
）
二
頁
。「
第
十
四
回
同
窓
会
総
会
記

事
」（
前
掲
『
立
教
中
学
校
同
窓
会
々
報
』
創
刊
号
）
四
頁
。

（
232
）	

「
昭
和
十
四
年
度
立
教
中
学
校
同
窓
会
会
計
報
告
」（『
立
教
中
学
校
同
窓

会
々
報
』
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
四
月
二
五
日
）
四
頁
。

（
233
）	

帆
足
秀
三
郎
「
立
教
中
学
校
同
窓
会
の
更
新
に
就
い
て
」（
前
掲
『
立
教
中

学
校
同
窓
会
々
報
』
創
刊
号
）
二
～
三
頁
。

（
234
）	

「
立
教
大
学
同
窓
会
創
立
総
会
関
係
資
料
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
一
四
～
七
一
六

頁
所
収
）。

（
235
）	

「
立
教
大
学
同
窓
会
々
則
」（『
立
教
大
学
同
窓
会
々
報
』
第
一
号
、
一
九
三

九
年
九
月
、
四
頁
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
一

九
～
七
二
〇
頁
所
収
）。『
立
教
大
学
同
窓
会
員
名
簿
』（
立
教
大
学
同
窓
会
、

一
九
四
〇
年
）。「
大
学
同
窓
会
の
役
員
」（
前
掲
『
立
教
大
学
同
窓
会
々
報
』

第
一
号
）
三
頁
。

（
236
）	

「
立
教
学
院
校
友
会
と
立
教
大
学
同
窓
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（
前
掲

「
立
教
大
学
同
窓
会
創
立
総
会
関
係
資
料
」。
前
掲
『
立
教
大
学
百
二
十
五
年

史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
一
六
頁
所
収
）。

（
237
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
三
二
四
頁
。

（
238
）	

同
右
。

（
239
）	
杉
浦
貞
二
郎
「
校
友
諸
君
に
告
ぐ
／
同
窓
会
出
現
に
就
て
」（『
立
教
学
院

校
友
会
報
』
第
二
四
号
、
一
九
三
九
年
七
月
）
一
頁
。

（
240
）	

「
立
教
学
院
校
友
会
総
会
と
昭
和
十
五
年
度
の
新
陣
容
」（『
立
教
大
学
同
窓

会
々
報
』
第
二
号
、
一
九
三
九
年
一
二
月
）
一
頁
。
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（
241
）	

帆
足
秀
三
郎
「
立
教
中
学
校
拡
張
後
援
会
成
立
を
慶
賀
す
」（
前
掲
『
立
教

中
学
校
同
窓
会
々
報
』
第
五
号
）
一
頁
。

（
242
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
一
九
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
八

頁
）。

（
243
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
五
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
三

頁
）。

（
244
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
五
月
一
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

七
～
一
八
頁
）。

（
245
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
七
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
一

頁
）。

（
246
）	

「
大
学
維
持
会
更
新
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年

一
〇
月
一
七
日
）
一
面
。

（
247
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
六

一
頁
）。

（
248
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
九
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
六

一
頁
）。

（
249
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

六
二
頁
）。

（
250
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
一
月
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
六

八
頁
）。

（
251
）	

「〔
ア
メ
リ
カ
研
究
所
／
立
教
大
学
維
持
会
関
係
文
書
〕」（
立
教
学
院
史
資

料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
252
）	

「
編
輯
後
記
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
五
巻
秋
季
号
、
一
九
三
九
年
一
一
月

三
〇
日
）
三
一
頁
。

（
253
）	

経
済
学
部
専
任
教
授
。
社
会
学
、
英
語
商
業
学
、
英
語
経
済
学
、
新
聞
学

概
論
、
演
習
を
担
当
し
た
（『
立
教
大
学
一
覧　

昭
和
十
四
年
度
』
一
九
三

九
年
一
〇
月
）
四
六
頁
。

（
254
）	

「
学
報
欄
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
）
八

頁
。

（
255
）	

「
編
輯
室
よ
り
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
一
〇

月
）
六
頁
。

（
256
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
四
月
九
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
一

六
頁
）。

（
257
）	

「
部
告
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
）
一

頁
。

（
258
）	

前
掲
「
学
報
欄
」。

（
259
）	

「
新
聞
雑
誌
用
紙
統
制
委
員
会
委
員
長
報
告
新
聞
雑
誌
用
紙
配
給
ト
言
論

報
道
政
策
ト
ノ
調
和
及
新
聞
用
紙
統
制
要
綱
」（「
公
文
雑
纂
・
昭
和
十
五

年
・
第
三
巻
・
内
閣
・
各
種
調
査
会
一
（
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
～
物
価

対
策
審
議
会
）」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
260
）	

同
右
。

（
261
）	

日
本
雑
誌
協
会
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本
雑
誌
協
会
史　

第
一
部　

大

正
・
昭
和
前
期
』（
日
本
雑
誌
協
会
、
一
九
六
八
年
）
三
八
〇
頁
。

（
262
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
九
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
五

六
～
五
七
頁
）。

（
263
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
四
月
一
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

一
八
頁
）。

（
264
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
四
月
九
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
一

六
頁
）。

（
265
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二
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八
頁
）。

（
266
）	

同
右
。

（
267
）	
「
震
災
応
急
施
設
費
借
用
証
書　

付
貸
付
願
書
」（
立
教
池
袋
中
学
校
高
等

学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
268
）	

「
償
還
延
滞
ニ
関
ス
ル
件
回
答　

昭
和
九
年
九
月
十
一
日　

昭
和
十
年
二

月
二
十
七
日
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
269
）	

「
罹
災
校
恩
借
低
資
返
納
方
に
関
す
る
協
議
会
報
告
書
」（「
政
府
貸
付
金
処

理
ニ
関
ス
ル
法
律
並
法
律
案
」
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所

蔵
）。

（
270
）	

『
官
報
』（
第
二
四
七
一
号
、
一
九
三
五
年
四
月
一
日
）
一
頁
。

（
271
）	

一
九
二
九
年
六
月
二
九
日
勅
令
第
二
一
七
号
（『
官
報
』
第
七
五
〇
号
、

一
九
二
九
年
七
月
一
日
）。

（
272
）	

文
部
省
学
生
部
『
第
五
十
七
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
一
九
二
九
年
一
二

月
（
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』（
第
一
巻
、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
三
九
頁
）。

（
273
）	

荻
野
富
士
夫
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）

四
七
～
四
八
頁
。

（
274
）	

『
国
史
大
辞
典
』「
学
生
社
会
科
学
連
合
会
」
の
項
。

（
275
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
五
四
頁
。

（
276
）	

同
右
、
五
五
頁
。

（
277
）	

文
部
省
学
生
部
『
第
六
十
回
帝
国
議
会
説
明
材
料
』
一
九
三
一
年
一
二
月

（
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
二
巻
、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
三
六
～
三
七
頁
）。

（
278
）	

同
右
、
三
七
頁
。

（
279
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
五
六
頁
。

（
280
）	

同
右
。

（
281
）	

同
右
、
六
三
～
六
五
頁
。

（
282
）	

同
右
、
六
四
頁
。

（
283
）	

同
右
、
六
六
頁
。
一
九
三
〇
年
四
月
一
日
発
学
二
〇
号
「
学
生
部
報
告
例

ニ
関
ス
ル
通
牒
」
は
、
文
部
省
思
想
局
『
昭
和
九
年
十
一
月　

思
想
局
要

項
』
四
〇
～
四
三
頁
に
あ
る
（
思
想
調
査
資
料
集
成
刊
行
会
編
『
文
部
省　

思
想
局　

思
想
調
査
資
料
集
成
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
、
所

収
）。

（
284
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
六
九
頁
。

（
285
）	

同
右
、
六
八
頁
。

（
286
）	

同
右
、
七
〇
頁
。

（
287
）	

一
九
二
八
年
度
か
ら
三
二
年
度
ま
で
の
検
挙
者
数
は
『
思
想
調
査
資
料
』

第
二
十
一
輯
（
一
九
三
四
年
一
月
）、
三
三
年
度
は
『
思
想
調
査
資
料
』
第

二
十
七
輯
（
一
九
三
五
年
三
月
）、
三
四
年
度
は
『
思
想
調
査
資
料
』
第
三

十
輯
（
一
九
三
五
年
一
一
月
）
に
て
確
認
。

（
288
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
八
二
頁
。

（
289
）	

同
右
、
八
二
～
八
三
頁
。

（
290
）	

「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
官
制
」
は
、
一
九
三
二
年
八
月
二
二
日
勅
令
第

二
三
三
号
に
拠
る
（『
官
報
』
第
一
六
九
五
号
、
一
九
三
二
年
八
月
二
三
日
）。

	

　

な
お
、「
思
想
統
制
」
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
同
時
代
人
で
あ
り
、
自

身
も
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
戸
坂
潤
は
、
一
九
二
八
年
～
三
一
年
を

「
思
想
善
導
の
段
階
」、
三
二
年
～
三
四
年
を
「
国
民
精
神
の
段
階
」、
三
五

年
～
三
六
年
を
「
国
体
明
徴
の
段
階
」
と
い
う
三
段
階
に
区
分
し
て
説
明
し

て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
戸
坂
は
、
初
期
の
「
思
想
善
導
の
段
階
」

で
は
、「
善
思
想
」
が
何
で
あ
る
の
か
不
明
確
な
ま
ま
に
「
思
想
善
導
」
が
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叫
ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
支
配

者
当
局
に
よ
っ
て
「
国
民
精
神
」
と
い
う
内
容
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
一
つ
の
重
要
な
画
期
を
見
て
い
る
。
詳
し
く
は
、「
思
想
統
制
か
ら
学
問

統
制
へ
」（
駒
込
武
・
川
村
肇
・
奈
須
恵
子
編
著
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動

員
―
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
研
究
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、

二
五
～
六
三
頁
）
参
照
の
こ
と
。

（
291
）	

一
九
三
二
年
八
月
二
三
日
「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
庶
務
規
程
」（『
近
代

日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
六
四
年
）

三
一
九
～
三
二
二
頁
。

（
292
）	

一
九
三
四
年
五
月
三
一
日
勅
令
第
一
四
七
号
（『
官
報
』
第
二
二
二
三
号
、

一
九
三
四
年
六
月
一
日
）。

（
293
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
一
二
五
頁
。

（
294
）	

同
右
、
一
二
九
～
一
四
〇
頁
参
照
の
こ
と
。

（
295
）	

具
体
的
経
過
に
つ
い
て
は
、
宮
沢
俊
義
『
天
皇
機
関
説
事
件
―
史
料
は
語

る
―
』（
上
・
下
巻
、
有
斐
閣
、
初
版
一
九
七
〇
年
、
復
刊
一
九
九
七
年
）
参

照
の
こ
と
。

（
296
）	

一
九
三
五
年
一
一
月
一
六
日
勅
令
第
三
〇
七
号
（『
官
報
』
第
二
六
六
四

号
、
一
九
三
五
年
一
一
月
一
八
日
）。
一
九
三
七
年
六
月
二
二
日
勅
令
第
二

六
五
号
を
も
っ
て
廃
止
（『
官
報
』
第
三
一
四
〇
号
、
一
九
三
七
年
六
月
二

三
日
）。

（
297
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
一
七
四
～
一
七
五
頁
。

（
298
）	

『
教
学
刷
新
評
議
会
資
料
』（
下
巻
、
芙
蓉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
四
四
一

～
四
七
四
頁
。

（
299
）	

前
掲
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
』
一
八
一
頁
。

（
300
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
参
照
の
こ
と
。「
日
本
文
化
講
義
」

の
概
要
は
、
同
書
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
。
私
立
大
学
に
お
け
る
「
日
本
文
化

講
義
」
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
上
久
保
敏
「
戦
時
期
の
私
立
大
学
に
お
け
る

「
日
本
文
化
講
義
」
の
展
開
―
関
西
の
私
立
大
学
を
中
心
に
―
」（『
大
阪
工
業

大
学
紀
要
』
第
六
一
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
）、
上
久
保
敏
「
戦
時

期
の
私
立
大
学
に
見
る
『
日
本
文
化
講
義
』
へ
の
対
応
―
東
京
圏
の
私
立
大

学
を
中
心
に
―
」（『
大
阪
工
業
大
学
紀
要
』
第
六
四
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九

年
九
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
301
）	

一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
～
第
一
一
号
（『
官
報
』

第
三
〇
六
八
号
、
一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
）。

（
302
）	

前
掲
『
天
皇
機
関
説
事
件
―
史
料
は
語
る
―
』
下
巻
、
四
四
六
頁
。
宮
沢

は
、「
国
体
明
徴
の
国
定
教
科
書
と
も
い
う
べ
き
地
位
を
占
め
る
の
が
、『
国

体
の
本
義
』
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

（
303
）	

『
国
体
の
本
義
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
久
保
義
三
『
昭
和
教
育
史
』

（
上
、
三
一
書
房
、
一
九
九
四
年
）
三
七
二
～
三
九
四
頁
、
前
掲
『
戦
前
文

部
省
の
治
安
機
能
』
一
八
七
～
一
九
九
頁
、
前
田
一
男
「『
教
学
刷
新
』
の

設
計
者
・
伊
東
延
吉
の
役
割
」（
寺
﨑
昌
男
・
編
集
委
員
会
編
『
近
代
日
本
に

お
け
る
知
の
配
分
と
国
民
統
合
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）

参
照
の
こ
と
。

（
304
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

１
（
昭
和
二
～
四

年
）』
三
一
〇
～
三
一
一
頁
（
一
九
二
九
年
の
『
昭
和
四
年
中
に
於
け
る
社

会
運
動
の
状
況
』
よ
り
）。
東
京
市
内
外
の
学
校
は
、
麻
布
、
本
郷
、
神
田
、

早
稲
田
の
四
地
区
に
分
け
ら
れ
、
早
稲
田
地
区
は
早
稲
田
大
学
、
早
稲
田
第

一
高
等
学
院
、
早
稲
田
第
二
高
等
学
院
、
立
教
大
学
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、

東
京
高
等
学
校
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

（
305
）	

憲
兵
司
令
部
『
思
想
彙
報
』
第
一
輯
第
七
号
（
一
九
二
九
年
一
一
月
）
五
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二
頁
（
吉
田
裕
解
説
『
十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集
』
第
一
四
集
、
不
二
出
版
、

一
九
九
〇
年
、
六
七
頁
）。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、

三
九
九
頁
）
に
も
同
資
料
を
所
収
。

（
306
）	
な
お
、
山
田
昭
次
の
論
文
で
は
、
軍
事
教
練
反
対
運
動
の
指
導
者
と
な
る

陶
山
俊
介
も
中
心
会
員
と
な
っ
た
「
立
教
社
会
科
学
研
究
会
」
に
つ
い
て
、

菊
川
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』
の
記
述
（
海
口
書
店
、
一
九
四
七
年
、
二

一
九
頁
）
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
（
な
お
、
山
田
昭
次
論
文
で
は
菊
川

忠
夫
と
あ
る
が
、
正
し
く
は
菊
川
忠
雄
）。
そ
の
説
明
に
よ
る
と
、「
立
教
社

会
科
学
研
究
会
」
は
、
一
九
二
三
年
三
月
に
経
済
学
研
究
会
と
し
て
発
会
し
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究
を
標
榜
し
て
、
河
西
太
一
郎
、
田
辺
忠
男
の
両
教

授
の
下
に
四
〇
余
名
の
会
員
を
擁
し
、
二
四
年
五
月
に
社
会
科
学
研
究
会
と

改
称
し
た
、
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
山
田
昭
次
「
学
院
首
脳
陣
と
構
成
員
の

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
対
す
る
認
識
と
対
応
」
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
と
戦
争
』
所
収
、
一
一
七
頁
参
照
の
こ
と
）。
こ
の
社
会
科
学
研
究

会
の
「
研
究
コ
ー
ス
は
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
青
年
に
訴
ふ
』、
マ
ル
ク
ス

『
共
産
党
宣
言
』、
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
な
ど
を
原
書
に
よ
つ
て
講
究

し
、
其
他
、
時
事
問
題
の
討
論
、
会
報
発
行
な
ど
を
行
う
た
」（
前
掲
『
学
生

社
会
運
動
史
』
二
一
九
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
二
四
年
五
月
に
経
済
学
研
究
会

か
ら
改
称
し
た
社
会
科
学
研
究
会
と
、
二
七
年
一
月
頃
に
組
織
さ
れ
た
と
い

う
社
会
科
学
研
究
会
の
関
連
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で

あ
る
。

（
307
）	

文
部
省
学
生
部
『
思
想
調
査
資
料
』
第
十
一
輯
（
一
九
三
一
年
八
月
）。

（
308
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

3　

昭
和
六
年
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
一
年
）
二
八
一
～
三
一
一
頁
。

（
309
）	

同
右
、
二
九
五
頁
。

（
310
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

4　

昭
和
七
年
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
一
年
）
四
二
六
頁
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料

編
第
一
巻
、
四
〇
〇
頁
に
も
同
資
料
を
所
収
。

（
311
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

5　

昭
和
八
年
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
四
〇
四
～
四
一
九
頁
。
こ
の
一
覧
の
中
、
た
と
え

ば
、
慶
應
義
塾
大
学
の
反
帝
同
盟
慶
大
班
は
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
組
織

さ
れ
た
も
の
の
、「
昭
和
八
年
六
月
検
挙
破
壊
」
と
あ
る
。

（
312
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
〇
二
頁
。
た
だ
し
、

前
掲
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

４　

昭
和
七
年
』
に
よ
れ
ば
、
三
二

年
一
月
～
一
二
月
に
は
一
六
名
の
ほ
か
に
予
科
の
在
学
生
一
名
が
検
挙
さ
れ

て
お
り
（
同
書
四
七
〇
頁
）、
立
教
大
学
と
し
て
は
一
七
名
が
検
挙
さ
れ
た

こ
と
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
三
三
年
一
月
～
一
二
月
に
は
治
安
維
持
法
違
反

に
よ
り
立
教
中
学
校
の
生
徒
三
人
が
検
挙
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

5　

昭
和
八
年
』
四
二
八
頁
）。

（
313
）	

立
教
大
学
国
防
研
究
会
を
「
国
家
（
農
本
）
主
義
運
動
」
の
学
生
団
体
一

覧
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
、
内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状

況　

12　

昭
和
十
五
年
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）。

	

　

和
田
正
俊
に
つ
い
て
は
、
奈
須
恵
子
・
山
田
昭
次
・
永
井
均
・
豊
田
雅

幸
・
茶
谷
誠
一
編
『
遠
山
郁
三
日
誌　

一
九
四
〇
～
一
九
四
三
年
』（
山
川
出

版
社
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
参
考
資
料
（
四
四
五
頁
な
ど
）
参
照
。
な
お
、

和
田
は
一
九
四
五
年
一
〇
月
の
G‌

H‌

Q
に
よ
る
立
教
学
院
関
係
者
一
一
名
追

放
の
対
象
者
の
一
名
と
な
っ
た
（
鈴
木
勇
一
郎
「
立
教
関
係
者
一
一
名
の
追

放
と
そ
の
後
」『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
八
年
）。
の
ち
に

立
教
高
等
学
校
に
五
六
年
四
月
か
ら
七
三
年
三
月
（
五
六
～
六
三
年
、
六
八

～
七
二
年
は
兼
任
講
師
）
ま
で
国
語
（
漢
文
）
担
当
の
教
員
と
し
て
勤
務
し
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て
お
り
（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
九
年
、
二
一
四
頁
）、
立
教

中
学
校
の
講
師
と
し
て
も
五
六
年
四
月
か
ら
六
〇
年
三
月
ま
で
勤
務
し
た

（
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
、
六
二
九
頁
）。

（
314
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

7　

昭
和
十
年
』
三

一
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
四
八
頁
。

（
315
）	

文
部
省
思
想
局
『
思
想
調
査
資
料
』
第
三
十
三
輯
（
一
九
三
七
年
三
月
）

四
五
頁
。
こ
の
文
部
省
思
想
局
の
資
料
で
は
、「
従
来
の
事
件
内
容
と
全
く

異
な
り
学
内
外
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
化
運
動
遂
行
途
上
に
於
い
て
発
生
せ
る

も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
共
青
細
胞
資
金
網
等
の
組
織
、
宣
伝
物
の
配
布
の

如
き
は
全
く
絶
無
で
あ
る
」（
同
書
、
四
五
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
へ
の
監
視
・
警
戒
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
316
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

9　

昭
和
十
二
年
』

（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。

（
317
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

8　

昭
和
十
一
年
』

（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
一
四
〇
頁
。

（
318
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
〇
二
頁
。

（
319
）	

山
田
昭
次
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」（
前
掲
『
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』
所
収
）
四
二
五
～
四
二
六
頁
。

（
320
）	

元
容
鶴
ら
が
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
事
件
を
掲
載
し
た

『
特
高
月
報
』
の
記
事
（
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七

年
九
月
分
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
七
六
頁
。
政
教
出
版
社
複
製
版
、
一
九

七
三
年
）
に
つ
い
て
は
、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、

四
〇
一
頁
に
所
収
。

（
321
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」（『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』
所
収
）
四
二
八
頁
。
前
掲
『
遠
山
郁
三
日
誌　

一
九
四

〇
～
一
九
四
三
年
』
の
解
説
中
の
「
文
部
省
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
統
制
策
」

「
立
教
大
学
で
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
処
遇
」
の
項
目
（
五
三
六
～
五
四
一
頁
）

も
参
照
の
こ
と
。

（
322
）	

海
老
沢
有
道
編
『
立
教
学
院
百
年
史
』（
立
教
学
院
、
一
九
七
四
年
）
三
五

六
頁
。

（
323
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
四
〇
～
四
四
六
頁
。

（
324
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
再
版
、
立
教
大
学
、

二
〇
〇
八
年
）
一
二
五
頁
。
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
九
日
に
実
施
さ
れ
た
立

教
中
学
校
の
学
校
教
練
査
閲
の
際
の
、
小
島
校
長
に
よ
る
「
学
校
情
況
御
前

報
告
」
は
、
前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
五
二
～
三
五
四
頁
所
収
。

（
325
）	

前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
五
六
～
三
五
七
頁
。『
立
教
学
院
百
年
史
』

で
は
、「
御
真
影
奉
戴
」
の
項
に
「
チ
ャ
ペ
ル
事
件
」
の
説
明
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。「
チ
ャ
ペ
ル
事
件
」
に
よ
る
木
村
学
長
の
辞
任
は
、「
軍
国
主

義
・
天
皇
神
格
思
想
が
強
く
瀰
漫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
当
時
の
国
民

一
般
の
思
想
状
況
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、「
御
真
影

奉
戴
」
が
私
立
学
校
に
も
強
制
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

も
「
天
皇
を
神
と
仰
ぎ
、
国
家
神
道
を
奉
じ
、
国
家
主
義
教
育
を
行
う
べ
き

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
久
保
義
三
も
「
軍
部
の
教

育
支
配
」
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
、
一
九
三
二
年
の
上
智
大
学
に
お
け
る
靖

国
神
社
参
拝
拒
否
事
件
、
一
九
三
五
年
の
同
志
社
大
学
に
お
け
る
「
神
棚
事

件
」、
そ
し
て
一
九
三
六
年
の
立
教
大
学
に
お
け
る
「
チ
ャ
ペ
ル
事
件
」
を

位
置
づ
け
（
久
保
義
三
編
著
『
天
皇
制
と
教
育
』
三
一
書
房
、
一
九
九
一
年
、
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三
一
～
六
三
頁
）、
そ
の
う
え
で
、『
立
教
学
院
百
年
史
』
の
記
述
に
拠
っ
て
、

「
立
教
大
学
に
お
い
て
も
、
配
属
将
校
に
よ
る
大
学
教
育
に
た
い
す
る
圧

力
・
介
入
が
顕
著
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
（
久
保
義
三
、
同
書
、
五
三

頁
）。
な
お
、
佐
藤
能
丸
は
、
配
属
将
校
が
「
御
真
影
」
と
「
教
育
勅
語
」

の
奉
戴
を
大
学
当
局
に
強
く
要
求
し
た
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
中
心
と
し
て
、

一
九
三
〇
年
代
の
大
学
に
お
け
る
「
御
真
影
」・「
教
育
勅
語
」
の
奉
戴
の
問

題
を
検
討
し
、「
三
五
年
の
政
府
・
軍
部
・
右
翼
な
ど
に
よ
る
『
国
体
明
徴
』

の
運
動
は
私
立
大
学
を
直
撃
し
、
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
各
私
立
大

学
に
『
御
真
影
』
の
下
賜
が
相
次
」
ぎ
、「『
御
真
影
』
の
下
賜
が
、
手
続
と

し
て
、
ま
さ
し
く
当
該
校
か
ら
の
〝
自
発
的
な
〟
下
か
ら
の
下
付
申
請
と
し

て
な
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
相
次
い
だ
時
に
、
軍
国
主
義
が
高
等
教
育

（
私
立
大
学
）
に
対
す
る
支
配
体
制
を
確
立
し
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」

と
結
論
づ
け
た
（
佐
藤
能
丸
「
大
学
に
お
け
る
『
御
真
影
』・『
教
育
勅
語
』」

『
歴
史
評
論
』
第
四
七
八
号
、
一
九
九
〇
年
二
月
）。
一
九
三
〇
年
代
の
「
御

真
影
『
強
制
』
下
付
と
学
校
儀
式
の
徹
底
化
」
の
中
で
の
高
等
教
育
機
関
状

況
に
つ
い
て
は
、
小
野
雅
章
『
御
真
影
と
学
校
―
「
奉
護
」
の
変
容
―
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
326
）	

『
立
教
学
院
百
年
史
』
の
説
明
（
三
五
六
～
三
五
七
頁
）
か
ら
は
、
こ
の

事
件
が
「
配
属
将
校
に
使
嗾
さ
れ
た
一
部
学
生
・
校
友
」
に
よ
っ
て
起
こ
さ

れ
た
と
読
み
取
れ
る
が
、
現
時
点
で
配
属
将
校
の
具
体
的
な
動
き
を
伝
え
る

資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
学
に

お
け
る
配
属
将
校
の
「
活
躍
」
が
軍
部
の
教
育
支
配
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た

と
い
う
事
実
は
い
く
つ
も
存
在
し
て
お
り
、
立
教
大
学
の
「
チ
ャ
ペ
ル
事

件
」
で
も
配
属
将
校
が
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
排
除
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

（
327
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
四
一
頁
。

（
328
）	

前
掲
「
大
学
に
お
け
る
『
御
真
影
』・『
教
育
勅
語
』」
五
八
～
五
九
頁
。

こ
の
資
料
自
体
は
、
早
稲
田
大
学
当
局
に
「
御
真
影
」
お
よ
び
「
教
育
勅

語
」
を
奉
戴
し
、
四
大
節
に
奉
拝
・
捧
読
の
式
を
行
な
う
こ
と
な
ど
を
強
く

迫
っ
た
配
属
将
校
に
対
し
て
、
大
学
当
局
が
対
応
す
る
な
か
で
調
査
・
用
意

し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
御
真
影
と
学
校
―
「
奉
護
」
の
変
容
―
』
二

四
一
頁
）
は
、
文
部
省
の
調
査
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
早
稲
田
大
学
当
局

に
よ
る
調
査
の
誤
り
で
あ
る
）。
な
お
、
こ
の
資
料
で
掲
載
さ
れ
た
一
覧
表

の
元
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
資
料
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
調
査
課
『
昭

和
九
年　

早
稲
田
大
学
学
生
運
動
年
報
』
全
体
は
、
の
ち
に
、
荻
野
富
士
夫

編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
一
一
巻
、
不
二
出
版
、

二
〇
〇
八
年
に
復
刻
所
収
。

（
329
）	

東
京
帝
国
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
明
治
大
学
、
法
政
大
学
、
立
教
大
学
、

中
央
大
学
、
國
學
院
大
學
、
専
修
大
学
、
拓
殖
大
学
、
日
本
大
学
、
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
東
洋
大
学
、
上
智
大
学
、
大
正
大
学
、

日
本
医
科
大
学
。

（
330
）	

第
二
編
第
一
章
第
一
節
に
見
た
よ
う
に
専
門
学
校
令
に
よ
り
私
立
立
教
学

院
立
教
大
学
に
な
っ
た
時
点
の
学
則
で
も
す
で
に
三
大
節
に
式
典
を
行
な
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
八
年
の
紀
元
節
に
大
学
部
と
中
学
部
合

同
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
二
年
の
評
議
会
記
録
で
も
チ
ャ
ペ

ル
に
お
い
て
立
教
学
院
紀
元
節
礼
拝
式
を
挙
行
す
る
と
の
記
載
が
見
ら
れ
る

（「
昭
和
六
年
九
月
起　

評
議
会
記
録　

立
教
大
学
」
一
九
三
二
年
二
月
五
日

条
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
立
教
大
学
で
は
か
な
り
以
前
か

ら
三
大
節
、
四
大
節
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
331
）	

前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
五
六
頁
。
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（
332
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
六
頁
。

	

　

な
お
、
山
田
昭
次
「
立
教
学
院
戦
争
責
任
論
覚
書
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

創
刊
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
で
は
、「『
神
と
国
の
た
め
』
と
い
う
標
語
に

つ
い
て
の
小
島
の
解
釈
は
、
立
教
学
院
や
そ
の
設
立
者
で
あ
る
日
本
聖
公
会

の
思
想
の
主
流
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
な
の
か
、
共
通
す
る
も
の
な
の
か
」
と

問
い
、『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
に
記
さ
れ
た
敗
戦
直
後
の
「
御
真
影
奉

還
」
の
仕
方
に
触
れ
て
、「
そ
の
鄭
重
な
扱
い
は
天
皇
制
国
家
に
対
す
る
忠

誠
心
の
表
現
で
あ
り
、
小
島
の
思
想
が
立
教
学
院
の
主
流
か
ら
逸
脱
し
た
も

の
と
は
見
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
六
頁
）。

（
333
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、
四
四
二
～
四
四
三
頁
）

所
収
の
『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
三
六
年
七
月
二
日
）
一
一
面
の
記
事
。

（
334
）	

前
掲
『
復
刻
版　

社
会
運
動
の
状
況　

12　

昭
和
十
五
年
』
六
九
六
頁
。

（
335
）	

『
立
教
大
学
新
聞
』（
第
二
四
号
、
一
九
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）
二
面
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、
三
九
七
～
三
九
八
頁
所
収
）。

（
注　

第
二
章
）

（
1
）	

『
第
十
八
回
日
本
基
督
教
連
盟
総
会
報
告
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
六
～

二
七
日
（
日
本
基
督
教
団
宣
教
研
究
所
教
団
史
料
編
纂
室
編
『
日
本
基
督
教

団
史
資
料
集
』
第
一
巻
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）
二
七
四

～
二
七
六
頁
。

（
2
）	 R

eport of the D
epartm

ent of the Foreign M
issions For the Year 

E
nding D

ecem
ber 31, 1932, AN

N
UAL REPO

RT O
F TH

E N
ATIO

N
AL 

CO
U

N
CIL FO

R
 TH

E YEAR
 1932, D

om
estic and Foreign M

issionary 

Society of the Protestant E
piscopal C

hurch in the U
SA

（
以
下
、D

FM
S 

PE
C

U
SA

）, pp.84-87. 

（
3
）	 N

SB to JW
W

, 4 January 1933, JR
., Box 163, A

E
C

.

（
4
）	

ウ
ッ
ド
は
、
日
本
は
他
の
東
洋
の
ど
こ
よ
り
も
教
会
自
給
に
お
い
て
進
展

が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
で
も
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
傘
下
の
現

地
人
指
導
者
が
悲
し
い
こ
と
に
福
音
伝
道
へ
の
熱
意
に
欠
け
て
い
る
と
い
う

問
題
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
キ
ュ
ー
バ
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
な
中
南
米
と
は
驚
く

ほ
ど
対
照
的
で
あ
る
と
述
べ
、
東
洋
伝
道
の
難
度
に
言
及
し
て
い
る
。

JW
W

 to N
SB,  27 January 1933, JR

., Box 163, A
E

C
.

（
5
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
二
年
一
〇
月
二
〇
日
、
日
本
聖

公
会
管
区
事
務
所
所
蔵
。

（
6
）	 BISH

O
P’S M

EET
IN

G
S M

IN
U

T
ES, 7-9 M

ay 1935.

（
7
）	 N

SB to JW
W

,  21 M
ay 1935, JR

., Box 164, A
E

C
.

（
8
）	

「
日
本
聖
公
会
主
教
会
議
事
録
」
一
九
三
四
年
三
月
二
〇
日
。

（
9
）	

『
日
本
聖
公
会
第
九
総
会
議
決
録
』
一
九
〇
八
年
四
月
、
二
二
～
二
四
頁
。

（
10
）	 T

he Special C
onvention of the M

issionary D
istrict of N

orth 

Tokyo,  17 O
ctober 1935, C

SR
, JR

, Box 124, A
EC

. The Spirit of M
issions, 

1936, pp. 13-14. JM
 to C

SR
,  25 O

ctober 1935, JR
., Box 117, A

E
C

.

（
11
）	

J
・
T
・
エ
リ
ス
ほ
か
著
、
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
・
監
修

『
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
一
〇
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
四
八
九
～
四
九
一
頁
。

「
神
社
参
拝
問
題
其
の
他
に
関
す
る
羅
馬
教
皇
庁
の
通
牒
／
駐
日
教
皇
使
節

館
に
到
着
」（『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
第
五
六
二
号
、
一
九
三
六
年
七
月

二
六
日
）
一
面
。

（
12
）	
高
木
一
雄
『
大
正
・
昭
和
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』（
一
、
聖
母
の
騎
士
社
、

一
九
八
五
年
）
二
五
九
～
三
三
七
頁
。

（
13
）	

上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』（
第
三
集
、

上
智
学
院
、
一
九
八
五
年
）
七
四
頁
。


